
10808塗料製造業における死傷災害事例(最大99事例まで)（2020年）

No 年 月

発

生

時

死傷災害事例
年

齢

事

故

の

型

起因物

（小）

労

働

者

規

模

1 2020 2

1

～

2

事業場内で、段ボール板を機械に流した後、ホットメルト塗布装置

（接着剤を段ボールに塗る装置）が移動するとき、余分な接着剤が

段ボールに落ちたため、左手で除去しようとした。その際、自動運

転中に行ったため、シート押さえ板（段ボールを押さえ接着させる

装置）が下降してきて左手示指が挟まれ、無理やり指を引き抜いた

ため、切創を負った。

52 7 169

30

～

49

2 2020 5

15

～

16

フォークリフト作業者が、作業場から製品積み付け済みパレットの

搬出のため、出口へ向かいフォークリフトのバク走行を行ってい

た。そのとき、入口横に積まれている荷物（6段積み、高さ1760

㎜）がフォークリフト運転者の死角になり、荷物の横から路面に出

た被災者に接触した。その際、被災者は転倒し、右足にフォークリ

フト左後輪が乗り上げ、右足関節内果を骨折した。

47 6 222

100

～

299

3 2020 5

9

～

10

コンテナ荷台でドラム缶を移動させる際、踏ん張ったときに左足首

付近でパキッと音がしてアキレス腱を断裂した。
47 19 611

30

～

49

4 2020 6

7

～

8

出社後、品質管理棟の鍵を開けるため、大型スクーターに乗って構

内道路の塗装されている上を走行した。そのとき、時速約10㎞で走

行していたが、少し加速したことで、後輪が右に流れ、バランスを

崩して転倒した。その際、左足と左肩を道路に打ち付け、左大腿骨

および左肩鎖骨を折った。

48 2 231

500

～

999



5 2020 7

14

～

15

塗料の仕込み作業中、20㎏の石油缶を移動タンクに投入しようと持

ち上げたところ、腰に痛みが走り、急性腰痛症を発症した。
27 19 611

10

～

29

6 2020 7

10

～

11

作業場で蒸留残渣をバケットに抜く作業を終了した後、移動しよう

と後ずさりをしたとき、床に設置してあった配管に気付かず、つま

ずいて後ろ向きに転倒した。その際、右掌をついて、全体重を掛け

たために、右手首を脱臼し骨折した。

61 2 379

30

～

49

7 2020 8

15

～

16

工場内で機械の操作中、引っ掛かったシートを除去する際に、機械

を停止せずに行ったため、シート搬送用チェーンの突起部分に、右

手親指が挟まれて骨折、挫傷を負った。

20 7 121

10

～

29

8 2020 11

14

～

15

1㎏缶の通函ラインでエラーが発生し、通函蓋を左脇に抱え、エ

ラー状況を確認すべく容器倉庫へと移動した。通路の途中にある段

差を上って下りようとした際に、左脇に抱えていた通函蓋が壁に

突っ掛かってバランスを崩して前のめりに転倒した。その際、右前

方にあった踏み台の角で右足脛部を強打し裂創を負った。

59 2 521

100

～

299

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.html(職場のあんぜんサイト)

参考：労働災害の分類の概要

各小業種における死傷災害事例(最大99事例まで)（2020年）に戻る。

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.html
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202306_02.html
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202403_11.html
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